
省ｴﾈ基準と開口部の熱損失（開口部の変化）

　8月

S55・旧省ｴﾈ

H 4・新省ｴﾈ

H 11・次世代
　　　  省ｴﾈ

H 21・次世代
　　　＋
高性能窓（樹脂+LowEｶﾞﾗｽ/高断熱型）

冷房時熱損失 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（w）

窓 45%壁 15%屋根25%

換気10% 床5%

窓 60%壁 15%屋根15%

窓 70%壁 10%

屋根15%
窓 65%壁 15%

屋根15%

35% 削減・大成功

25% 削減

30% 削減・断熱型ｶﾞﾗｽでは変化なし。遮蔽対策が必要

　1月

S55・旧省ｴﾈ

H 4・新省ｴﾈ

H 11・次世代
　　　  省ｴﾈ

H 21・次世代
　　　＋
高性能窓（樹脂+LowEｶﾞﾗｽ/高断熱型）

暖房時熱損失 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（w）

窓 35%壁 20%床10%換気25% 屋根10%

窓 45%壁 20%
床10%

屋根10%
換気15%

窓 50%壁 20%

窓 35%壁 25%

25% 削減

40% 削減・大成功だが窓の割合が増加し、大き過ぎ

15% 削減・全体のﾊﾞﾗﾝｽが良くなった
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単板ｶﾞﾗｽ(ｱ) 5

複層ｶﾞﾗｽ 3・A 6・3

無垢木材(ｱ)30 建具

複層ｶﾞﾗｽ 3・A12・3

Low-Eｶﾞﾗｽ（A12）高断熱型

真空ｶﾞﾗｽ

外壁※次世代・Ⅳ地域

0 1 2 3 4 5 6
U；熱貫流率（W/㎡・K）

λ0.12/(ｱ)0.03

U；0.53

開口部※次世代・Ⅳ地域 U；4.65

ｶﾞﾗｽ&ｻｯｼの熱貫流率 (木建具・外壁）

外 内

外 内

Loe-E膜

波長の短い日射は室内に
透過させ波長の長い室内
からの放射熱を遮るので
暖房効果を高める

Loe-E膜

紫外線をｶｯﾄし、日射熱も
60%をｶｯﾄ。
冷房効果を高める

Low-Eｶﾞﾗｽ （A12）高断熱型

(低放射複層ｶﾞﾗｽ）日射取得型

Low-Eｶﾞﾗｽ （A12）遮熱型

（遮熱低放射複層ｶﾞﾗｽ）日射遮蔽型

ｱﾙﾐ＆樹脂複合ｻｯｼ 複層A6

ｱﾙﾐ断熱 ｻｯｼ 複層A6

ｱﾙﾐ標準 ｻｯｼ 複層A6 U；4.65

U；4.07

U；4.07

U；3.49

ｶﾞﾗｽの熱伝導率λ＝1.0

  〃・Low-Eｶﾞﾗｽ（A6）複層 U；3.49

U；2.33

  〃・Low-Eｶﾞﾗｽ（A12）複層 U；2.91

  〃・Low-Eｶﾞﾗｽ（A6）複層

  〃・Low-Eｶﾞﾗｽ（A12）複層

木製ｻｯｼ・樹脂ｻｯｼ 複層A6 U；3.49
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